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ジ ン ポ ー 語 に お け る 名 詞 化 と 名 詞 修 飾 節  

倉 部 慶 太 （ 東 京 外 国 語 大 学 A A 研 ）  

「 名 詞 修 飾 構 文 の 対 照 研 究 」 2 0 1 8 年 第 2 回 共 同 研 究 発 表 会  

神 戸 大 学 （ 2 0 1 8 - 1 1 - 1 0）  

 

1 .  は じ め に  

・  系 統 ： シ ナ ・ チ ベ ッ ト 語 族 （ S T） チ ベ ッ ト ・ ビ ル マ 語 派 （ T B）  

・  分 布 ： ビ ル マ （ ミ ャ ン マ ー ） 北 部 、 中 国 南 西 部 、 イ ン ド 北 東 部  

・  民 族 ： カ チ ン 人（ ジ ン ポ ー 語 、ツ ァ イ ワ 語 、ロ ン ウ ォ ー 語 、ラ ン

ス ー 語 、ラ チ ッ ツ 語 、ン ゴ ー チ ャ ン 語 、ラ ワ ン 語 、ル ン ミ 語 、ダ

ル 語 、 タ ン サ ル 語 、 ア ノ ン 語 、 リ ス 語 e t c .）  

・  類 型 ： [音 韻 ]  弱 強 型 ・ 音 節 声 調 ;  [形 態 ]  分 析 的 ・ 膠 着 的 ;  [統 語 ]  

動 詞 末 尾 型 、 名 詞 句 の 語 順 自 由 、 従 属 節 -主 節 の 語 順 、 従 属 部 標

示 型 、 格 助 詞 （ 主 格 ・ 対 格 型 ）、 相 ・ 法 卓 立 型 、 動 詞 連 続  

 

2 .  名 詞 句 と 名 詞 修 飾 要 素  

2 . 1  名 詞 句 の 構 造 と 名 詞 修 飾 要 素  

・  最 小 の 名 詞 句 =単 一 の 名 詞 主 要 部  

・  前 置 型 名 詞 修 飾 要 素 ： 指 示 詞 、 属 格 句 、 名 詞 修 飾 節  

・  後 置 型 名 詞 修 飾 要 素 ： 指 示 詞 、 形 容 詞 、 複 数 助 詞 、 数 詞  

 

（ 1） 前 置 型 修 飾 要 素  

     a .  d a y    m à  

       そ の   子  

     「 そ の 子 」  

     b .  ʔ á n t h e = n á  m à  

       1 p l = G E N   子  

     「 私 た ち の 子 」  

     c .  [ j ò ŋ = d è ʔ    s a = ʔ a y ]      m à  

       学 校  = A L L   行 く = N M L Z  子  

     「 学 校 に 行 っ た 子 」  
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（ 2） 後 置 型 修 飾 要 素  

     a .  m à   d a y  

       子    そ の  

     「 そ の 子 」  

     b .  m à   g ə j a  

       子    よ い  

     「 よ い 子 」  

     c .  m à = n i  

       子 = P L  

     「 子 供 た ち 」  

     d .  m à   m ə ŋ a  

       子    5  

     「 5 人 の 子 」  

 

前 置 ・ 後 置 型 修 飾 要 素 の 各 内 部 の 線 形 順 序 は 基 本 的 に 自 由 ( e x c l .  形

容 詞 )  

 

（ 3） [ j ò ŋ   s a = ʔ a y ]      ʔ á n t h e = n á  d a y    m ə n a ŋ  g ə j a = n i  m ə r a y   m ə s u m  

     学 校   行 く = N M L Z  1 p l = G E N   そ の   友     よ い = P L  C L F   3  

    「 学 校 に 行 っ た 私 た ち の そ の よ い 3 人 の 友 人 た ち 」（ 作 例 ）  

 

2 . 2  名 詞 修 飾 要 素 と 名 詞 下 位 類 の 共 起 制 限  

・  名 詞 下 位 類：普 通 名 詞（ e . g . ,  g ù y「 犬 」）、数 詞（ e . g . ,  m ə s u m「 3」）、

類 別 詞 （ e . g . ,  m ə r a y「 ～ 人 」）、 指 示 代 名 詞 （ e . g . ,  d a y「 そ れ 」）、

人 称 代 名 詞 （ e . g . ,  ŋ a y「 私 」）、 疑 問 代 名 詞 （ e . g . ,  p h a「 何 」）、 場

所 名 詞 （ e . g . ,  k ə t à「 中 」）、 後 置 詞 （ e . g . ,  m ə t u「 た め 」） な ど  

・  名 詞 句 の 主 要 部 に 立 ち う る と い う 点 で 共 通  

・  名 詞 修 飾 要 素 と の 共 起 に つ い て 異 な る 振 る 舞 い  

・  名 詞 修 飾 要 素 ： 複 数 助 詞 （ P L）、 数 詞 （ N U M）、 指 示 詞 （ D E M）、

名 詞 修 飾 節 （ N M C）、 属 格 句 （ G E N）、 形 容 詞 （ A D J）  
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表  1  名 詞 下 位 類 と 修 飾 要 素 の 共 起 制 限  

   p r e -    p o s t -   

 P L  N U M  D E M  N M C  G E N  D E M  A D J  

普 通 名 詞  y e s  y e s  y e s  y e s  y e s  y e s  y e s  

数 詞  y e s  n o  y e s  y e s  y e s  y e s  n o  

類 別 詞  y e s  y e s  y e s  y e s  y e s  y e s  n o  

指 示 代 名 詞  y e s  y e s  n o  n o  n o  n o  n o  

人 称 代 名 詞  s o m e  y e s  n o  n o  n o  n o  n o  

疑 問 代 名 詞  y e s  y e s  n o  n o  n o  n o  n o  

場 所 名 詞  n o  n o  y e s  y e s  y e s  n o  n o  

後 置 詞  n o  n o  y e s  y e s  y e s  n o  n o  

 

3 .  名 詞 修 飾 節 構 文 （ N M C C）  

3 . 1  名 詞 修 飾 節 の 形 式 と 機 能  

・  主 名 詞 と 名 詞 修 飾 節 の 文 法 的 ・ 意 味 的 関 係 を 明 示 す る 標 識 な し

（ e . g . ,  関 係 代 名 詞 ）  

・  関 係 節（ 主 名 詞 が 名 詞 修 飾 節 の 項 や 付 加 詞 と 同 一 指 示 ）と 名 詞 補

文 （ 名 詞 修 飾 節 が 主 名 詞 の 内 容 を 表 す ） は 同 一 形 式  

・  N M C C の 解 釈 は 、 意 味 ・ 語 用 論 が 重 要 。 主 名 詞 が 動 作 主 、 対 象 、

道 具 な ど と 解 釈 さ れ る の は 、日 本 語 同 様 、節 の 結 合 価 、述 語 の 意

味 、 世 界 の 知 識 な ど に 基 づ く  

・  一 般 的 名 詞 修 飾 節 構 造 （ G N M C C）  

・  名 詞 化 標 識 = ʔ a y に よ り 形 成（ e . g . ,  ɕ á = ʔ a y「 食 べ た 人 、食 べ た 物 、

食 べ た 場 所 、 食 べ た 道 具 、 食 べ た 理 由 」 な ど ）  

 

（ 4）  [ m ù k   ɕ á = ʔ a y ]       j ò ŋ - m à  

     菓 子    食 う = N M L Z   学 校 -子  

     「 菓 子 を 食 べ た 学 生 」（ 作 例 ）（ 動 作 主 ）  

 

（ 5）  [ j ò ŋ - m à   ɕ á = ʔ a y ]       m ù k  

     学 校 -子   食 う = N M L Z   菓 子  

     「 学 生 が 食 べ た 菓 子 」（ 作 例 ）（ 対 象 ）  
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（ 6）  [ j ò ŋ - m à   ɕ á = ʔ a y ]       l ə k u ŋ  

     学 校 -子   食 う = N M L Z   匙  

     「 学 生 が 食 べ た 匙 」（ 作 例 ）（ 道 具 、 対 象 ）  

 

（ 7）  [ j ò ŋ - m à   m ù k   ɕ á = ʔ a y ]       ɕ ì g à  

     学 校 -子   菓 子   食 う = N M L Z   知 ら せ  

     「 学 生 が 菓 子 を 食 べ た 知 ら せ 」（ 作 例 ）  

 

・  文 と 名 詞 修 飾 節 は 同 一 形 式 を 取 り う る  

・  文 ： 叙 述 法 ・ 疑 問 法 ・ 命 令 法 な ど の 対 立 を 分 化  

・  名 詞 修 飾 節 ： 叙 述 法 ・ 疑 問 法 ・ 命 令 法 な ど の 分 化 な し  

 

（ 8） j ò ŋ - m à    m ù k    ɕ á = ʔ a y.  

     学 校 -子   菓 子    食 う = D E C L  

     「 学 生 が 菓 子 を 食 べ た 。」  

 

3 . 2  N M C C の タ イ ポ ロ ジ ー  ( M a t s u m o t o ,  C o m r i e  a n d  S e l l s  2 0 1 7）  

3 . 2 . 1  A r g u m e n t  N M C C  

・ 主 名 詞 が 名 詞 修 飾 節 の 項 と 同 一 指 示 の N M C C  

 

（ 9）  [ n d a y   k h o k h á m - w a ŋ = d è ʔ   s a = ʔ a y ]       n u m - g ə ɕ à . . .  

     こ の    王 -宮 = A L L         行 く = N M L Z   女 -子  

     「 こ の 王 宮 へ 行 っ た 少 女 」（ K K 1 - 1 2 8 0）（ 自 動 詞 主 語 ）  

 

（ 10 ）  [ n d a y   l ə d î  g ə l ù = p h é ʔ   l ù     ɕ ə - m a y = y a = ʔ a y ]          m ə ɕ à . . .  

      こ の    鼻   長 い = A C C   得 る   C A U S -よ い = B E N = N M L Z   人  

     「 こ の 長 い 鼻 を 治 し て く れ る 人 」（ K K 1 - 1 0 6 1）（ 他 動 詞 主 語 ）  

 

（ 11 ） [ ŋ a y   k a m = ʔ a y ]       n á t . . .  

      1 s g    信 じ る = N M L Z   精 霊  

     「 私 が 信 仰 す る 精 霊 」（ K K 1 - 0 4 9 9）（ 直 接 目 的 語 ）  
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（ 12 ） [ ŋ a y   k ú m p h á ʔ   j ò ʔ = ʔ a y ]        m ə n a ŋ . . .  

      1 s g    贈 り 物     与 え る = N M L Z   友 人  

     「 私 が 贈 り 物 を あ げ た 友 人 」（ 作 例 ）（ 間 接 目 的 語 ）  

 

3 . 2 . 2  A d j u n c t  N M C C  

・ 主 名 詞 が 名 詞 修 飾 節 の 付 加 詞 と 同 一 指 示 の N M C C  

 

（ 13 ） [ ɕ i   p r u = w à = ʔ a y ]       g ò k . . .  

      3 s g   出 る = V E N = N M L Z  部 屋  

     「 彼 が 出 て き た 部 屋 」（ 作 例 ）（ 起 点 ）  

 

（ 14 ） [ g ù m r à   ɕ à ŋ = w à = ʔ a y ]       ń t â . . .  

      馬      入 る = V E N = N M L Z  家  

     「 馬 が 入 っ て き た 家 」（ K K 1 - 0 6 0 6）（ 着 点 ）  

 

（ 15 ） [ s i = ʔ a y = n i        g r à y     l ù p = d á = ʔ a y ]         ɕ ə r à . . .  

      死 ぬ = N M L Z = P L   と て も   埋 め る = R E S = N M L Z   場 所  

     「 死 ん だ 人 た ち を 多 く 埋 め た 場 所 」（ K K 1 - 0 7 6 6）（ 場 所 ）  

 

（ 16 ） [ n á n t h e   r à w      s a = w à = ʔ a y ]        w a . . .  

      2 p l       一 緒 に   行 く = V E N = N M L Z  人  

     「 あ な た 方 が 一 緒 に 来 た 人 」（ K K 1 - 1 2 5 3）（ 随 伴 者 ）  

 

（ 17 ） [ m ə g ù y = p h é ʔ    ʔ ə d ù p = ʔ a y ]    s ù m d u . . .  

      象 = A C C        殴 る = N M L Z   ハ ン マ ー  

    「 象 を 殴 っ た ハ ン マ ー 」（ K K 1 - 1 3 9 8）（ 道 具 ）  

 

（ 18 ） [ ɕ i   ń t â   g ə l o = ʔ a y ]     k ə w á . . .  

      3 s g   家   作 る = N M L Z   竹  

    「 彼 が 家 を 作 っ た 竹 」（ 作 例 ）（ 素 材 ）  
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（ 19 ） [ ɕ i   m a n m o   s a = ʔ a y ]       m o d o . . .  

      3 s g   P L N     行 く = N M L Z   車  

    「 彼 が バ モ ー に 行 っ た 車 」（ 作 例 ）（ 乗 り 物 ）  

 

（ 20 ） [ m o d o   t h è n = ʔ a y ]       m ə n a ŋ . . .  

       車      壊 れ る = N M L Z   友 人  

     「 車 が 壊 れ た 友 人 」（ 作 例 ）（ 所 有 者 ）  

 

（ 21 ）  * [ ŋ a y   g ə l ù = ʔ a y ]     m ə n a ŋ  

       1 s g    長 い = N M L Z   友 人  

     「 私 が よ り 背 が 高 い 友 人 」（ 比 較 の 基 準 ）  

 

3 . 2 . 3  F r a m e  N M C C  

・ 主 名 詞 が 名 詞 修 飾 節 内 部 の 項 で も 付 加 詞 で も な い 他 の フ レ ー ム 要

素 に 属 す る N M C C  

・ 例 は M a t s u m o t o（ 1 9 9 6 :  1 0 3 - - 1 3 3 ,  2 0 1 7 :  3 0）で 引 用 さ れ る 例 を 参 考  

 

（ 22 ） [結 果 [条 件 ] ]  

      [ b o - n ú ʔ   g ə j a = ( w à ) = ʔ a y ]     l à y k a - b ù k . . .  

      頭 -脳     よ い = V E N = N M L Z   手 紙 -本  

    「 頭 の よ く な る 本 」（ 作 例 ）  

 

（ 23 ） [ 条 件 [結 果 ] ]  

      [ g à   g ə l é = ʔ a y ]       g ù m p h r ò . . .  

      語   変 え る = N M L Z   金  

    「 翻 訳 し た お 金 」（ 作 例 ）  

 

（ 24 ） [出 来 事 [反 対 の 出 来 事 の 原 因 ] ]  

      [ ń - p h ú m = ( w à ) = ʔ a y ]      m ù k . . .  

      N E G -太 る = V E N = N M L Z   菓 子  

    「 太 ら な い 菓 子 」（ 作 例 ）  
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（ 25 ） [目 的 [要 件 ] ]  

      [ U S    s a = ʔ a y ]       v i s a . . .  

      米 国    行 く = N M L Z   ビ ザ  

    「 米 国 に 行 く ビ ザ 」（ 作 例 ）  

 

（ 26 ） [ [要 件 ]目 的 ]   

      [ l ə t á ʔ   ń - g ə ɕ ì n     r à = ʔ a y ]         m ù k . . .  

      手     N E G -洗 う   必 要 だ = N M L Z   菓 子  

    「 手 を 洗 わ な く て い い お や つ 」（ 作 例 ）  

 

（ 27 ） 全 体 -部 分  

      [ d z a   t h u = ʔ a y ]      l ə t á ʔ . . .  

      縫 物   縫 う = N M L Z   手  

    「 縫 物 を す る 手 」（ 作 例 ）  

 

（ 28 ） 部 分 -全 体  

      [ m ə n í t   m ə ŋ a = t h è ʔ    m à w m ù y   t s u n   l ù = ʔ a y ]       l à y k a - b ù k . . .  

      分      5 = C O M      筋        言 う  得 る = N M L Z  手 紙 -本  

    「 5 分 で 筋 が 言 え る 本 」（ 作 例 ）  

 

3 . 2 . 4  C o n t e n t  n o u n  N M C C  

・  名 詞 修 飾 節 が 主 名 詞 の 内 容 を 表 す N M C C  

・  主 名 詞 ： 発 話 の 名 詞 、 思 考 の 名 詞 、 コ ト の 名 詞 （ 寺 村 1 9 7 5 - 7 8） 

・  日 本 語 ： 発 話 ・ 思 考 （「 と い う 」 必 須 ）、 コ ト の 名 詞 （ 任 意 ）  

・  ジ ン ポ ー 語 ： 発 話 ・ 思 考 ・ コ ト （「 と い う 」 任 意 ）  

・  発 話 ： g à「 言 葉 」、 ɕ ì - g à「 知 ら せ 」、 g à - m ə l á y「 諺 」、 ɕ ə t à n - g à「 文

句 」、 ʔ ə m y ì ŋ「 命 令 」、 g à - s á n「 質 問 」 な ど  

・  思 考 ： m y ì t「 気 持 ち 」、 n ì ŋ m ù「 意 見 」、 m y ì t - m ə d à - l a m「 期 待 」  

・  感 情 ： g ə b u - p h a - l a m「 喜 び 」、 y o n - p h a - l a m「 悲 し み 」 な ど  

・  コ ト ： l a m「 こ と 」、 l ə b á w「 伝 説 、歴 史 」、 t h ú ŋ「 風 習 」、 b ù ŋ l ì「 仕

事 」、 ʔ y ù p - m a ŋ「 夢 」 な ど  
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（ 29 ） [ ɕ i   b ù ŋ l ì   ń - g ə l o = ʔ a y ]       ɕ ə t à n - g à . . .  

      3 s g   仕 事   N E G -す る = N M L Z   罵 る -言 葉  

    「 彼 が 仕 事 を し な い と い う 文 句 」（ 作 例 ）  

 

（ 30 ） [ ɕ i   b ù ŋ l ì   ń - g ə l o = ʔ a y       ŋ ú = ʔ a y ]       ɕ ə t à n - g à . . .  

      3 s g   仕 事   N E G -す る = D E C L  言 う = N M L Z   罵 る -言 葉  

    「 彼 が 仕 事 を し な い と い う 文 句 」（ 作 例 ）  

 

（ 31 ） [ n u m - l a   ń - g ì n k h à ʔ = ʔ a y ]       n ì ŋ m ù . . .  

      女 -男     N E G -分 け る = N M L Z   意 見  

    「 男 女 を 分 け な い と い う 意 見 」（ S h i g a  S h a n a n）  

 

（ 32 ） [ m ə j à n = g ò   ɕ ú t = ŋ à = ʔ a y           ŋ ú = ʔ a y ]       n ì ŋ m ù . . .  

      戦 争 = T O P   間 違 う = C O N T = D E C L  言 う = N M L Z   意 見  

    「 戦 争 は 間 違 っ て い る と い う 意 見 」（ J i n g h p a w  K a s a）  

 

（ 33 ） [ t h ì ŋ n u - k ò ŋ = n á   m ə r e    d e = ʔ a y ]         l ə b á w. . .  

      P N L -山 = G E N    村      建 て る = N M L Z   伝 説  

    「 テ ィ ン ヌ ー 山 の 村 落 を 作 っ た 伝 説 」（ K K 1 - 0 8 7 9）  

 

（ 34 ） [ m ì w à - d ù - g ə ɕ à  b ə r è n - ɕ ə y i = p h é ʔ  l á = ʔ a y       ŋ ú = ʔ a y ]    l ə b á w. . .  

      中 国 -首 長 -子   龍 -娘 = A C C      取 る = D E C L  言 う = N M L Z  伝 説  

     「 中 国 人 首 長 の 子 が 龍 の 娘 を 取 る と い う 伝 説 」（K a c h i n  r e v i e w） 

 

（ 35 ） [ j ó m     ʔ ə b y e n = ʔ a y ]   t h ú ŋ . . .  

      一 緒 に   殴 る = N M L Z   風 習   

    「 一 緒 に 殴 る 風 習 」（ K K 1 - 1 0 1 2）  

 

（ 36 ） [ k h ù ŋ r á n   r à = ʔ a y         ŋ ú = ʔ a y ]       t h ú ŋ - k h ì ŋ . . .  

      結 婚 す る   必 要 だ = D E C L   言 う = N M L Z   風 習 -風 習  

    「 結 婚 し な け れ ば な ら な い と い う 風 習 」（ K N T  n e w s）  
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3 . 2 . 5  R e l a t i o n a l / p e r c e p t u a l  n o u n  N M C C  

・  関 係 的・知 覚 的 な 主 名 詞 が 名 詞 修 飾 節 に よ っ て 表 さ れ る 事 態 や 状

態 と の 関 係 で 特 徴 づ け ら れ る N M C C  

・  関 係 的 主 名 詞 ：「 空 間 的 な 前 後 左 右 」、「 時 間 的 な 前 後 」、「 因 果 関

係 」 な ど （ 寺 村 1 9 7 5 - 1 9 7 8）  

 

（ 37 ） n u m - g ə ɕ à   n d a y = g ò    [ p ə s i  p o y = m à t = ʔ a y ]         p h a ŋ = k ó ʔ . . .  

      女 -子      こ の = T O P   綿     飛 ぶ = C O M P L = N M L Z   後 = L O C  

    「 こ の 女 の 子 は 綿 が 飛 ん で 行 っ た 後 を （ 追 っ て ）」（ K K 1 - 0 9 2 9） 

 

（ 38 ） [ y í ʔ   n à t = ʔ a y ]    p h a ŋ - ɕ ə n í . . .  

      畑  焼 く = N M L Z   後 -日  

    「 畑 を 焼 い た 翌 日 」（ K K 1 - 0 7 0 8）  

 

（ 39 ） [ n a ŋ   ɕ ú t = d á = ʔ a y ]         m ə r à  . . .  

      2 s g    間 違 う = R E S = N M L Z   罪  

    「 あ な た が 過 っ た 罪 」（ K K 1 - 0 9 1 1）  

 

・  知 覚 的 主 名 詞 ： ǹ s é n「 音 」、 b à t「 に お い 」、 s ə m à ʔ「 に お い 」、 s i ŋ

「 に お い 」、 n à m c í m「 味 、 感 覚 、 触 覚 」、 ɕ ì ŋ n à「 影 、 姿 」 な ど  

 

（ 40 ） [ n d a y   s u m p y i   d ù m = d à t = ʔ a y ]         ǹ s é n . . .  

      こ の    笛      吹 く = C O M P L = N M L Z   音  

    「 こ の 笛 を 吹 く 音 」（ K K 1 - 0 5 2 9）  

 

（ 41 ） [ ŋ á   j ù = ʔ a y ]       s ə m à ʔ    l ù = ʔ a y.  

      魚   焼 く = N M L Z   に お い   得 る = D E C L  

    「 魚 を 焼 く に お い が し た 。」（ 作 例 ）  

 

（ 42 ） [ ʔ ə ́ n û   ŋ á    ɕ ə d u = ʔ a y ]     n à m c í m   ŋ a y   r à ʔ = ʔ a y.  

      母     魚   煮 る = N M L Z   味       1 s g   好 く = D E C L  

    「 母 が 魚 を 煮 る 味 が 私 は 好 き だ 。」（ 作 例 ）  
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（ 43 ） ŋ a y   [ b o   m ə c í ʔ = ʔ a y ]    n à m c í m   ń - k h â m ɕ á = g a = ʔ a y.  

      1 s g    頭  痛 む = N M L Z   味        N E G -感 じ る = E X P = D E C L  

    「 私 は 頭 が 痛 む 感 覚 を 感 じ た こ と が な い 。」（ 作 例 ）  

 

4 .  名 詞 化 と 名 詞 修 飾 節  

4 . 1  名 詞 修 飾 節 の 機 能 領 域  

・  関 係 節 （ 主 要 部 外 在 型 関 係 節 ） と 名 詞 補 文 が 同 一 の 構 造  

・  同 一 の 構 造 は 、 動 詞 補 文 、 主 要 部 内 在 型 関 係 節 （ 内 在 節 ）、 無 主

要 部 関 係 節 、 副 詞 節 な ど 広 い 機 能 領 域 に 用 い ら れ る  

 

（ 44 ） 動 詞 補 文  

     [ m à   y á n   g r à y    k h r ì t = ʔ a y ] = p h é ʔ       c e = ʔ a y = d à ʔ .  

     子    両   大 変    恐 れ る = N M L Z = A C C   知 る = D E C L = H S  

    「 子 供 2 人 が 大 変 怖 が っ て い た の を 知 っ た そ う だ 。」（K K 1 - 1 2 6 9） 

 

（ 45 ） 名 詞 補 文  

     [ k h ù ŋ r á n - p ó y  g ə l o = ʔ a y ]      ɕ ì g à = p h é ʔ . . .  

     結 婚 -祭 り     す る ＝ N M L Z   知 ら せ = A C C  

    「（ 彼 ら が ） 結 婚 式 を し た 知 ら せ を … 」（ K K 1 - 1 4 5 7）  

 

（ 46 ） 主 要 部 外 在 型 関 係 節  

     [ n u m = n i = k ó ʔ     k h á n = ʔ a y ]    n á t    r ê .  

     女 性 = P L = L O C   付 く = N M L Z  精 霊   C O P  

    「（ そ れ は ） 女 性 た ち に 付 く 精 霊 で あ る 。」（ K K 1 - 0 6 5 0）  

 

（ 47 ） 主 要 部 内 在 型 関 係 節  

     [ n a ŋ  l à y k a  s à = d á = ʔ a y ] = p h é ʔ       l ù     t h í = s - a y = ʔ y ô .  

     2 s g   手 紙  送 る = R E S = N M L Z = A C C  得 る  読 む = C S M - D E C L = S F P  

    「 あ な た が 手 紙 を 送 っ た の を 読 む こ と が で き た よ 。」（ 私 信 ）  
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・い わ ゆ る 無 主 要 部 関 係 節 。動 作 主（ 4 8）、被 動 者（ 4 9）、対 象（ 5 0）、

場 所 （ 5 1）、 着 点 （ 5 2）、 道 具 （ 5 3）、 素 材 、 原 因 な ど  

 

（ 48 ）  [ c i ŋ k h a  s í n = ʔ a y ] = n i = g ò        ɕ i = p h é ʔ    k h à p   j è p = ʔ a y.  

      門      守 る = N M L Z = P L = T O P   3 s g = A C C   待 つ   調 べ る = D E C L  

    「 門 を 守 る 人 た ち は 彼 を 待 っ て 取 り 調 べ た 。」（ K K 1 - 0 5 4 8）  

 

（ 49 ）  [ p h y i   l ù = ʔ a y ] = n i = p h é ʔ   s à t = y à ŋ . . .  

      霊     得 る = N M L Z = A C C  殺 す = C O N D  

    「 霊 に 憑 り つ か れ た 人 た ち を 殺 す と … 」（ K K 1 - 0 7 1 6）  

 

（ 50 ）  [ ŋ a y   g y ì t = d á = ʔ a y ] = p h é ʔ       n a ŋ    p h y à n = ʔ ù ʔ .  

      1 s g    縛 る = R E S = N M L Z = A C C   2 s g   解 く = I M P  

    「 私 が 縛 っ て あ る 物 を あ な た は 解 き な さ い 。」（ K K 1 - 0 4 7 3）  

 

（ 51 ） d a y    [ ɕ i   g ə t h à m = d á = ʔ a y ] = k ó ʔ     d u ŋ = ǹ n á . . .  

      そ の   3 s g   切 る = R E S = N M L Z = L O C   座 る = S E Q  

    「 そ の 彼 が 切 っ た 場 所 に 座 っ て … 」（ K K 1 - 0 5 4 8）  

 

（ 52 ） [ m ə ɕ à = n i   m a m   k h á y = ʔ a y ] = d è ʔ       s a = s - ù ʔ .  

      人 = P L     稲    植 え る = N M L Z = A L L  行 く = D I S T- I M P  

    「 人 々 が 稲 を 植 え た 場 所 へ 行 け 。」（ K K 1 - 1 0 0 6）  

 

（ 53 ） [ ɕ i   g ə l o = d á = ʔ a y ] = t h è ʔ        p h ú n   g ə t h à m = ʔ a y.  

      3 s g   作 る = R E S = N M L Z = C O M   木     切 る = D E C L  

    「 彼 が 作 っ て お い た 道 具 で 木 を 切 っ た 。」（ 作 例 ）  

 

・ 欠 如 の 副 詞 節 「 ～ せ ず 」  

 

（ 54 ） [ ŋ a y  k h à ʔ   ń - ɕ í n = ʔ a y ]          j ò ŋ  s a = k h r ù p = ʔ a y.  

      1 s g   水    N E G -浴 び る = N M L Z   学 校  行 く =う っ か り = D E C L  

    「 私 は 水 浴 び を せ ず に う っ か り 学 校 へ 行 っ た 。」（ 私 信 ）  
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・ 総 称 名 詞（ e . g . ,  ʔ ə t è n「 時 」）、 場 所 名 詞 （ e . g . ,  p h a ŋ「 後 」）、 後 置 詞

（ m ə j ò「 の で 」） な ど を 伴 っ て 多 様 な 副 詞 節 を 形 成  

 

（ 55 ） [ w à = n a   k h y e n = ʔ a y ]   ʔ ə t è n = t h à ʔ  d ə m y à ʔ = n i = p h é ʔ   m ù = ʔ a y.  

     帰 る = I R R  準 備 す る = N M L Z  時 = L O C  泥 棒 = P L = A C C  見 る = D E C L  

    「（ 彼 が ） 帰 ろ う と し た と き 泥 棒 た ち を 見 た 。」（ K K 1 - 0 1 1 3）  

 

（ 56 ） [ m ə n a ŋ = n i  t h ó = d è ʔ     r à p    ŋ ú t = ʔ a y ]      p h a ŋ  ʔ á n t h e  r à p = g à ʔ .  

      友 = P L    あ そ こ = A L L  渡 る   終 わ る = N M L Z  後   1 p l  渡 る = H O RT  

   「 友 達 が あ そ こ へ 渡 り 終 え た あ と 私 た ち は 渡 ろ う 。」（ K K 1 - 1 5 8 6） 

 

（ 57 ） [ ʔ w à n = k ó ʔ  b a ŋ = k á w = ʔ a y ]         m ə j ò  b o  k h y e ŋ = m à t = ʔ a y.  

      火 = L O C  入 れ る = C O M P L = N M L Z   の で  頭  赤 い = C O M P L = D E C L  

    「 火 に 入 れ た の で 頭 が 赤 く な っ て し ま っ た 。」（ K K 1 - 1 8 4 3）  

 

4 . 2  文 法 的 体 言 化  

・  名 詞 化：動 詞 補 文 、名 詞 補 文 、関 係 節 、内 在 節 、無 主 要 部 関 係 節 、

副 詞 節 な ど 広 い 機 能 領 域 に 用 い ら れ る  

・  S h i b a t a n i（ 2 0 1 8 ,  e t c .） の 枠 組 み  

・  用 言 基 盤 （ v e r b a l - b a s e d）： 語 彙 的 体 言 化 と 文 法 的 体 言 化  

・  事 態 体 言 化 と 項 体 言 化  

・  名 詞 類 の 二 大 用 法 ： N P 用 法 と 修 飾 用 法 （ 副 詞 用 法 ）  

 

（ 58 ） 伝 統 的 分 類       S h i b a t a n i（ 2 0 1 8 ,  e t c .） 分 類  

     a .  動 詞 補 文       事 態 体 言 化 ・ N P 用 法  

     b .  名 詞 補 文       事 態 体 言 化 ・ 修 飾 用 法  

     c .  関 係 節         項 体 言 化 ・ 修 飾 用 法  

     d .  内 在 節         事 態 体 言 化 ・ N P 用 法  

     e .  無 主 要 部       項 体 言 化 ・ N P 用 法  

     f .  欠 如 副 詞 節     事 態 体 言 化 ・ 副 詞 用 法  

     g .  他 の 副 詞 節     事 態 体 言 化 ・ 副 詞 用 法  
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5 .  主 名 詞 の 文 法 化  

・ l a m「 こ と 」（ <道 ）、 d z ò n「 よ う 」、 m ə j ò「 の で 」、 m ə t u「 た め 」  

・ 名 詞 句 の 主 要 部 に な る （ 属 格 句 、 名 詞 修 飾 節 な ど で 修 飾 可 ）  

 

（ 59 ） [ w ó r à   w a  g ə l o = ʔ a y ]  d z ò n   ɕ i = m ù ŋ  l ù p w a - k ò ŋ = k ó ʔ  w à  ʔ y ú p = ʔ a y.  

   あ の  人   す る = N M Z  よ う  3 s g =も   墓 -丘 = L O C   来 る   寝 る = D E C L  

    「 あ の 人 が し た よ う に 彼 も 墓 の 丘 に 来 て 寝 た 。」（ K K 1 - 0 7 1 2）  

 

6 .  ま と め  

・  名 詞 修 飾 要 素 ： 複 数 助 詞 （ P L）、 数 詞 （ N U M）、 指 示 詞 （ D E M）、

名 詞 修 飾 節 （ N M C）、 属 格 句 （ G E N）、 形 容 詞 （ A D J）  

・  G N M C C（ 主 名 詞 と 名 詞 修 飾 節 の 文 法 的 ・ 意 味 的 関 係 を 明 示 す る

標 識 な し 。関 係 節 と 名 詞 補 文 の 形 式 上 の 区 別 な し 。名 詞 修 飾 節 の

成 立 条 件 が 意 味 ・ 語 用 論 的 に 規 定 ）  

・  a r g u m e n t  N M C C、 a d j u n c t  N M C C、 f r a m e  N M C C、 c o n t e n t  N M C C、

r e l a t i o n a l / p e r c e p t u a l  n o u n  N M C C  

・  同 一 構 造 ： 動 詞 ・ 名 詞 補 文 、関 係 節 、内 在 節 、無 主 部 節 、副 詞 節  

・  文 法 的 体 言 化 の 観 点 か ら 捉 え な お す こ と が 可 能  

 

主 要 文 献  

M a t s u m o t o ,  Yo s h i k o（ 1 9 9 7）N o u n - M o d i f y i n g  C o n s t r u c t i o n s  i n  J a p a n e s e :

 A  F r a m e  S e m a n t i c  A p p r o a c h .  A m s t e r d a m :  J o h n  B e n j a m i n s .  

M a t s u m o t o ,  Yo s h i k o ,  B e r n a r d  C o m r i e  a n d  P e t e r  S e l l s （ 2 0 1 7 ） N o u n -

m o d i f y i n g  c l a u s e  c o n s t r u c t i o n s  i n  l a n g u a g e s  o f  E u r a s i a .  I n  

Yo s h i k o  M a t s u m o t o ,  B e r n a r d  C o m r i e  a n d  P e t e r  S e l l s（ e d s .）N o u n -

M o d i f y i n g  C l a u s e  C o n s t r u c t i o n s  i n  L a n g u a g e s  o f  E u r a s i a ,  p p .  3 -

- 2 1 .  A m s t e r d a m :  J o h n  B e n j a m i n s .  

S h i b a t a n i ,  M a s a y o s h i（ 2 0 1 8）N o m i n a l i z a t i o n .  I n  Yo k o  H a s e g a w a（ e d .）  

T h e  C a m b r i d g e  H a n d b o o k  o f  J a p a n e s e  L i n g u i s t i c s ,  p p .  4 3 1 - - 4 6 2 .  

C a m b r i d g e :  C a m b r i d g e  U n i v e r s i t y  P r e s s .  

寺 村 秀 夫 （ 1 9 7 5 - 7 8）「 連 体 修 飾 の シ ン タ ク ス と 意 味  - - -  そ の １ ～ そ

の 4」『 日 本 語 日 本 文 化 』 大 阪 外 国 語 大 学 研 究 留 学 生 別 科 ．  
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S u r v e y  o f  f u n c t i o n s  o f  N M C s  i n  l a n g u a g e s  o f  A A（ 2 0 1 8 - 1 0 - 2 4 版 ）  

1 a .  o n  i n t r a n s i t i v e  s u b j e c t           y e s      3 . 2 . 1  

1 b .  o n  t r a n s i t i v e  s u b j e c t             y e s      3 . 2 . 1  

2 .  o n  d i r e c t  o b j e c t                  y e s      3 . 2 . 1  

3 .  o n  p e r s o n a l  p r o n o u n s             n o       2 . 2  

4 .  o n  d a t i v e  o f  A c q u i r e r             n / a      3 . 2 . 1   与 格 獲 得 者 な し  

5 .  o n  d a t i v e  o f  E x p e r i e n c e r          n / a      3 . 2 . 1   与 格 経 験 者 な し  

6 .  o n  i n d i r e c t  o b j e c t  ( R e c i p i e n t )      y e s      3 . 2 . 1  

7 .  o n  I n s t r u m e n t                    y e s      3 . 2 . 2  

8 .  o n  S o u r c e                       y e s      3 . 2 . 2  

9 .  o n  t h e  P e r l a t i v e  ( P a t h )            y e s      3 . 2 . 2  

1 0 a .  o n  P o s s e s s o r  o f  a l i e n a b l e s       y e s      3 . 2 . 2  

1 0 b .  o n  L O C  P O S S  o f  a l i e n a b l e s      y e s      3 . 2 . 2  

1 1 a .  o n  P o s s e s s o r  o f  i n a l i e n a b l e s      y e s      3 . 2 . 2  

1 1 b .  o n  P o s s e s s o r  o f  i t s  p a r t s         y e s      3 . 2 . 3  

1 2 .  o n  P o s s e s s o r  o f  O B L N P  i n  N M C   y e s      3 . 2 . 2  

1 3 .  o n  C a u s e                       y e s      3 . 2 . 3  

1 4 .  o n  R e s u l t                      y e s      3 . 2 . 3  

1 5 .  o n  P u r p o s e                     y e s      3 . 2 . 3  

1 6 .  o n  a  n o u n  m e a n i n g  ' t i m e '         y e s      3 . 2 . 4  

1 7 .  o n  a n  e l i d e d  n o u n  o f  q u a n t i t y     y e s  

1 8 .  a s  c o m p l e m e n t  t o  a  s e n s o r y  n o u n   y e s      3 . 2 . 5  

1 9 a .  i n  a  N C C  t o  n o u n s  l i k e  ' w a y '     y e s      5  

1 9 b .  a  N C C  t o  n o u n s  l i k e  ' r e a s o n '     y e s      5  

1 9 c .  N C C  t o  n o u n s  l i k e  ' n e w s ' ,  e t c .    y e s      3 . 2 . 4  

1 9 d .  N C C  t o  N s  l i k e  ' h a p p i n e s s ' ,  e t c .  y e s      3 . 2 . 4  

1 9 e .  a  N C C  i t s e l f  c o n t .  a  g a p p e d  N    y e s  

1 9 f .  a  N C C  t o  N s  l i k e  ' a f f a i r ' ,  e t c .    y e s      3 . 2 . 4  

2 0 .  p i c t u r e  n o u n s  ( m i s m a t c h e s )       y e s  

2 1 .  d i r e c t i v e s                      y e s  

2 2 .  q u o t a t i v e s                      y e s  

2 3 .  N M C s  m o d i f y i n g  q u a s i - n o u n s      y e s      3 . 2 . 5  
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